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Vegetation dynamics in clearcut sites with deer fencing  
and culling of sika deer
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Abstract
We investigated vegetation dynamics at clearcut sites to examine the effect of exclosures and/or culling of sika 

deer. After weeding at two clearcut sites, exclosure fences were built and vegetation was assessed inside and outside 
of the exclosures at both sites. A total of 14 sika deer were culled at one of the sites and no culling was carried out at 
the other site. An unpalatable plant, Macleaya cordata, dominated the vegetation community at both sites initially. 
Species composition changed and cover of some plants, such as Rubus hirsutus increased rapidly inside the exclosure 
fence after weeding but did not increase outside the exclosure fence. Rubus and some other plants developed after 
culling of sika deer, but this change was muted at the site where no culling was conducted. Thus, Rubus can be an 
indicator plant reflecting browsing pressure by sika deer.   
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1.  はじめに
シイタケ Lentinula edodes （Beck.） は国内のきのこ年
間生産量の 22% 近くを占める約 9.5 万トン （生シイタ
ケ約 7 万トン、乾シイタケ （生換算値） 約 2.5 万トン） 
が生産される （林野庁 2018） 、主要な食用きのこのひ
とつである。現在、生シイタケの生産は菌床栽培が主
流であり、生シイタケ全生産量の 91%を占める （林野
庁 2018）。
シイタケ栽培では様々な害虫が知られている （北島 

2019）。これらにはナガマドキノコバエ類のように菌
床栽培施設で時に大発生して子実体への食害や異物
混入によって被害をもたらす重要害虫がいる （北島ら 
2011）。その一方で、具体的な経済的被害が認められな
い昆虫類 （末吉・木村 2017） も施設内で多く発生する
ことが知られている。後者は不快害虫あるいは潜在的
な害虫であると考えられる。
シワバネキノコバエ Allactoneura akasakana は東京
都渋谷区の赤坂御所で得られた標本を元に 2005 年に
新種として記載された （Sasakawa 2005）。三枝 （2008） 
はインドネシア （ジャワ島） から知られる A. cincta de 
Meijere をシワバネキノコバエとして本州と九州から
記録したが、後に、この記録は A. akasakanaの誤同定
であるとして修正された （三枝, 私信）。本種を含め属 
Allactoneura は従来、人間の経済活動と特段の関係が
知られていなかった。しかし、著者らによる近年のシ
イタケ害虫の防除研究により、国内各地のおよび中国

の菌床シイタケ栽培地でシワバネキノコバエが発生し
ていることがわかった。また、国内各地の野外で採集
された個体の産地は従来知られている地理的分布外に
及んだ。そこで本種による被害発生の可能性を鑑み、
基礎情報として本種の形態的特徴と発生状況、新産地
を報告する。

2.  研究方法と材料
茨城県 （阿見町） と群馬県 （桐生市、藤岡市、富岡市、

渋川市） の菌床シイタケ栽培施設で 2017 年 6 月から、
2019年 3月までの間、発生舎内に粘着トラップを設置
してシイタケ害虫の発生調査を行った。各地の１施設
に 10 枚の透明粘着シート （10cm * 43cm） を半分に曲
げ、粘着面が外側になるように吊り下げて設置し （Fig. 
1a）、月に 1回回収と交換を行った。回収したシート上
に付着した成虫を乾燥標本とした。これらの施設では、
9月から 11月の間にシイタケ子実体の発生が見られた。
大分県 （日田市） では、2018 年 10 月 4 日と 11 月 7 日
に 2 つの施設を訪問し、発生舎内の菌床上に生息する
幼虫 （Fig. 1b） をピンセットで採集し、森林総合研究
所九州支所 （熊本市） 内の室温条件下で成虫を羽化さ
せた。訪問した時期は菌床の入れ替え時期にあたり、
シイタケ子実体の発生は少なかった。中国では 2016年
10月 20日に 1施設 （Fig. 1c） を調査し、発生舎にいた
成虫を吸虫管で採集した。調査した時期にシイタケ子
実体の発生は少なかった （Fig. 1d）。その他、1995 年
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から 2016 年までの間、国内各地 （本州、九州、対馬、
南西諸島） の広葉樹二次林林内または林縁で捕虫網に
よる掬い取りを行い、網内に捕らえられた成虫を吸虫
管で採集した。
種同定のため、一部の♂標本の腹部をピンセットで
胴体から切り離し、10% 水酸化カリウム溶液中で筋肉
組織を溶解し、3%酢酸溶液と蒸留水で洗浄した。腹部
末端の交尾器の外部形態を 70% エタノール溶液中で、
または 99% グリセリン溶液中で実体顕微鏡 （Olympus 
SZ61） と生物顕微鏡 （Nikon E600） により、観察と描
画を行った。一部の成虫標本の右前翅を中性洗剤を加
えた蒸留水中で洗浄し、99% エタノール溶液中で脱水
したのち、ユーパラルでスライドガラスとカバーグラ
スの間に封入してスライド標本を作成し、生物顕微鏡 
（Nikon E600） により、写真撮影を行った。前翅の翅脈
と交尾器の形態学用語を三枝 （2008） に従った。
標本のデータとして、♂♀成虫頭数と標本識別番号 

（Aa.0001-Aa.0062）、産地、本種の発生が見られたシイ
タケの栽培方法、成虫を採集した、または成虫が羽化
した日付、採集方法、採集者を記載した。上記の採集
方法を次のように略記した：SW （掬い取り）、ST （粘

着シート）、L （見つけ採り）、LT （灯火採集）。また、
採集者のうち、著者らを次のように略記した：HM （向
井）、HK （北島）、MS （末吉）。本報告で使用した標本
は乾燥標本として森林総合研究所 （つくば市） に保管
されている。

3.  発生事例
シワバネキノコバエ Allactoneura akasakana Sasakawa, 
2005
分布：日本 （本州、九州：三枝 2008；対馬、沖縄） ；
中国 （浙江省） （Fig. 2）。
供試標本： [菌床シイタケ栽培施設内で採集した個体]  
1♂ （Aa.0001）、群馬県桐生市、上面発生、xi.2017、ST、
HM&HK。2♀ （Aa.0002, Aa.0003）、群馬県藤岡市、上
面 発 生、10.x.2018、ST、HM&HK。1 ♂ 1 ♀ （Aa.0004, 
Aa.0005）、 茨 城 県 阿 見 町、 上 面 発 生、x.2017、ST、
HM&HK。1♀ （Aa.0006）、同上、上面発生、ix.2017、ST、
HM&HK。1♀ （Aa.0007）、同上、上面発生、28.ix.2018、
ST、HM&HK。1 ♂ 1 ♀ （Aa.0008, Aa.0009）、大分県日
田市中津江村栃野、上面発生、17.x.2018羽化、MS。1
♀ （Aa.0010）、同上、全面発生、7.xi.2018、MS。3♂ 14

Fig. 1.  シワバネキノコバエ Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005の生息環境。
  Habitats of Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005. 
  a, 透明粘着シートの設置状況 （群馬県渋川市）、b,シワバネキノコバエ幼虫 （矢印） に

よる造網 （大分県日田市）、c,浙江省磐安県の菌床シイタケ発生舎、d, 浙江省磐安県
の菌床設置状況。

  a, A transparent adhesive sheet installed in an indoor facility of the shiitake mushroom, 
Lantinula edodes, in Shibukawa City, Gunma Prefecture. b, nest of Allactoneura akasakana 
larvae on commercial sawdust-based mycelial block, in Hita City, Oita Prefecture. c, an indoor 
facility of the shiitake mushroom, in Pan’an, Zhejiang, China. d, commercial sawdust-based 
mycelial blocks in Pan’an, Zhejiang, China. 
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♀ （Aa.0049-Aa.0065）、浙江省磐安県双峰、全面発生、
19.x.2016、L、MS。

[野外で採集した個体] 1♀ （Aa.0011）、山形県鶴岡市五十
川、17.ix.2010、SW、MS。1 ♂ 1 ♀ （Aa.0012, Aa.0013）、 
長野県木曽福島町永井、3.ix.1996、SW、MS。1♀ （Aa.0014）、
神奈川県横浜市円海山、12.viii.1998、SW、MS。2♂ 1♀ 
（Aa.0015- Aa.0017）、京都府京都市大石神社、12.ix.2016、 

SW、MS。1♀ （Aa.0018）、大分県大山町続木、18.viii.2011、
L、MS。1♂ 1♀ （Aa.0019, Aa.0020）、福岡県福岡市柏原、
16.vii.1996、SW、MS。1♀ （Aa.0021）、福岡県福岡市六本
松、ix.1997、SW、MS。1♀ （Aa.0022）、福岡県福岡市下原、
26.x.1995、SW、MS。1♂ 1♀ （Aa.0023、Aa.0024）、同上、
30.ix.1995、SW、MS。1♀ （Aa.0025）、福岡県福岡市松原、
23.x.1996、SW、MS。3♂ 1♀ （Aa.0026-Aa.0029）、福岡県
福岡市南公園、10.x.1995、SW、MS。1♂ （Aa.0030）、福岡
県福岡市三苫、16.x.1996、SW、MS。1♀ （Aa.0031）、同上、
14.xi.1996、SW、MS。1♂ 1♀ （Aa.0032, Aa.0033）、福岡県 
福岡市西油山、29.ix.1995、SW、MS。4♂ 1♀ （Aa.0034- 
Aa.0038）、 同 上、28.x.1995、SW、MS。2 ♀ （Aa.0039, 
Aa.0040）、福岡県福岡市能古、27.x.1995、SW、MS。 
1♀ （Aa.0041）、同上、22.x.2000、SW、MS。1♀ （Aa.0042）、
熊本県熊本市立田山、16.vii.2008、SW、MS。1♂ （Aa.0043）、
鹿児島県田代町、9.vii.1995、SW、舘卓司。1♀ （Aa.0044）、

長崎県対馬市豊玉町千尋藻、30.x.1996、SW、MS。1♀ 
（Aa.0045）、沖縄県国頭村与那、21.x.1997、LT、MS。1
♀ （Aa.0046）、同上、23.x.1997、SW、MS。1♀ （Aa.0047）、
沖縄県今帰仁村備瀬崎、20.x.1997、SW、MS。1 ♂
（Aa.0048）、沖縄県那覇市末吉公園、26.iii.2000、SW、
中山裕人。
大分県日田市の施設では、上面発生に使用している
菌床表面と水が接する付近で幼虫が絹糸を粗く編んで
巣を作っている様子が観察された （Fig. 1b）。これらの
幼虫はより密に編んだ絹糸の繭内で蛹化し、採集から
13日目に成虫が羽化した。中国の施設では、菌床を地
面に置いた発生舎 （Fig. 1c, d） の入り口に面した透明
な天幕面上に成虫が群がっている様子が観察された。

4.  成虫の形態的特徴と他種からの区別点
成虫 （Fig. 3a） の外部形態は Sasakawa （2005） と三

枝 （2008） に詳しく述べられており、今回検した標本
はそれらの記述とよく合致する。前翅の翅脈を三枝 
（2008） の記述に基づいて Fig. 3b に示した。第 1 径脈 
（R1） の中途から後方に分岐する短い横脈状の翅脈が径
脈分枝 （Rs） であり、Rsの後方先端から翅端に向けて
伸びる縦脈が第 5 径脈 （R5） である。本種の成虫は静
止時に、R5の後方と第 2 中脈 （M2） の後方で縦走する

Fig. 2.  シワバネキノコバエ Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005の分布図。
  Geographic distribution of Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005. 
  ◯シイタケ栽培施設。群馬県と福岡県は複数箇所の採集地を１つにまとめた。●野

外産地。数字は北緯 （20, 30, 40） と東経 （120, 130, 140, 150）。
  Circle, indoor facility of shiitake mushrooms. Filled circle, outdoor locality. Numbers are 

showing north latitudes (20, 30, and 40 degrees) and east longitudes (120, 130, 140, and 
150 degrees).  
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山折れ線と第 1 中脈 （M1）と第 4 中脈 （M4） の後方に
ある谷折れ線で前翅を棒状に畳む特徴がある。本種は
菌床シイタケの害虫として知られる他属のキノコバエ
類から主に以下の形態的特徴によって区別される （Søli 
et al. 2000）：頭部複眼後方の頭蓋に強く、後方に曲が
る刺毛を持つ；胸部背面と腹部背板は鱗状の刺毛に覆
われ銀白色を呈する；胸部と腹部の地色は全体に黒色
で、♂腹部第 3, 4 節腹板と♀腹部第 4節腹板は広く黄
白色を呈する；前翅先端 1/3が淡く褐色を呈する （Fig. 
3b）。さらに、本種は生殖端節 （gs） の先端に 2本の棘
状突起をもつ （Fig. 3c, d） ことで同属の他種から区別
される。

5.  考察
シワバネキノコバエは従来、本州と九州で分布が知
られていた （三枝 2008） が、今回、対馬と沖縄島、中
国 （浙江省） にも分布することがわかった。我が国を

含む東アジアにおいて、属 Allactoneuraは本種の他に、
沿海州から A. ussuriensis Zaitsev, 1981、台湾から A. 
formosana （Enderlein, 1910） が記録されている。これ
ら 3 種の中でも、本種は本州の東北地方から南西諸島
に至る南北に広い地域、かつ、大陸の一部である中国
と島嶼である日本に共通して分布する特徴がある。
発生舎内では 9 月、10 月、11 月に回収した粘着ト
ラップに本種の成虫が捕殺されていた。また、野外で
は、沖縄県 （那覇市） で 3月に採集された他は、本州、
九州、沖縄島で 7月から 11月までの間に採集されてい
た。赤坂御所での本種の記録は 2002 年から 2003 年ま
での１年間設置されたマレーズトラップを使った調査
で得られた標本に基づいている （篠永 2005）。この調
査で本種が採集されたのは 2002年 10月と 11月、およ
び 2003年 6月、8月、9月であった （Sasakawa 2005）。
三枝 （2008） は本種の発生時期について具体的な月日
を記さず、夏季に多いとしている。大分県日田市で幼

Fig. 3.  シワバネキノコバエ Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005 成虫の外部
形態。

  Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005. 
  a, ♀成虫左側面 （Aa.0009）。b, 右前翅背面 （Aa.0008）。c, ♂交尾器左側面 

（Aa.0008）。d, ♂交尾器背面 （Aa.0008）。
  略称：ad, 挿入器；c, 尾角；CuA, 肘脈前枝；ep, 上雄板；hp, 肛下板；gc, 

生殖基節；gs, 生殖端節；M1,2,4, 第 1, 2, 4 中脈；pm, パラメア； R1,5, 第 1, 
5径脈；Rs, 径脈分枝；R-M, 径中横脈；Sc, 亜前縁脈。スケール：c, d = 0.5mm.

  a, Adult female (Aa.0009) in left lateral view. b, right wing on dorsal view 
(Aa.0008). c, Male genitalia in left lateral view (Aa.0008). d, Male genitalia 
in dorsal view (Aa. 0008). Abbreviations: ad, aedeagus; c, cercus; CuA, 
anterior branch of cubital vein; ep, epandrium; hp, hypoproct;gc, gonocoxite; 
gs, gonostylus; M1,2,4, first, second, and forth medial vein; R1,5, first and fifth 
radial vein; Rs, radial sector; R-M, radial-medial crossvein; pm, paramere; Sc, 
subcostal vein. Scale: c, d = 0.5mm. 
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山折れ線と第 1 中脈 （M1）と第 4 中脈 （M4） の後方に
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で、♂腹部第 3, 4 節腹板と♀腹部第 4節腹板は広く黄
白色を呈する；前翅先端 1/3が淡く褐色を呈する （Fig. 
3b）。さらに、本種は生殖端節 （gs） の先端に 2本の棘
状突起をもつ （Fig. 3c, d） ことで同属の他種から区別
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国 （浙江省） にも分布することがわかった。我が国を

含む東アジアにおいて、属 Allactoneuraは本種の他に、
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に至る南北に広い地域、かつ、大陸の一部である中国
と島嶼である日本に共通して分布する特徴がある。
発生舎内では 9 月、10 月、11 月に回収した粘着ト
ラップに本種の成虫が捕殺されていた。また、野外で
は、沖縄県 （那覇市） で 3月に採集された他は、本州、
九州、沖縄島で 7月から 11月までの間に採集されてい
た。赤坂御所での本種の記録は 2002 年から 2003 年ま
での１年間設置されたマレーズトラップを使った調査
で得られた標本に基づいている （篠永 2005）。この調
査で本種が採集されたのは 2002年 10月と 11月、およ
び 2003年 6月、8月、9月であった （Sasakawa 2005）。
三枝 （2008） は本種の発生時期について具体的な月日
を記さず、夏季に多いとしている。大分県日田市で幼

Fig. 3.  シワバネキノコバエ Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005 成虫の外部
形態。

  Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005. 
  a, ♀成虫左側面 （Aa.0009）。b, 右前翅背面 （Aa.0008）。c, ♂交尾器左側面 

（Aa.0008）。d, ♂交尾器背面 （Aa.0008）。
  略称：ad, 挿入器；c, 尾角；CuA, 肘脈前枝；ep, 上雄板；hp, 肛下板；gc, 

生殖基節；gs, 生殖端節；M1,2,4, 第 1, 2, 4 中脈；pm, パラメア； R1,5, 第 1, 
5径脈；Rs, 径脈分枝；R-M, 径中横脈；Sc, 亜前縁脈。スケール：c, d = 0.5mm.

  a, Adult female (Aa.0009) in left lateral view. b, right wing on dorsal view 
(Aa.0008). c, Male genitalia in left lateral view (Aa.0008). d, Male genitalia 
in dorsal view (Aa. 0008). Abbreviations: ad, aedeagus; c, cercus; CuA, 
anterior branch of cubital vein; ep, epandrium; hp, hypoproct;gc, gonocoxite; 
gs, gonostylus; M1,2,4, first, second, and forth medial vein; R1,5, first and fifth 
radial vein; Rs, radial sector; R-M, radial-medial crossvein; pm, paramere; Sc, 
subcostal vein. Scale: c, d = 0.5mm. 
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虫を採集した 2018 年 10 月 4 日から、その幼虫の羽化
を確認した 2018 年 10 月 17 日までの間の熊本市の最
低気温、平均気温、最高気温はそれぞれ摂氏 10.7 度、
20.4 度、25.5 度であった （気象庁 2019）。本種はこれ
らの温度帯において 13日程度で終齢幼虫から羽化に達
している。これらのことから、本種は成虫が発生する
6月から 11月までの間に数回の世代を繰り返す昆虫で
あると考えられる。
シイタケ栽培施設内で観察した限り、本種の幼虫は菌
床表面上に生息していたが、シイタケ子実体上には見ら
れなかった。上面発生と全面発生のいずれでも本種の
発生が見られたため、シイタケ栽培の発生様式による
本種の発生の有無に違いはない。5つの栽培施設 （茨城
県、群馬県） 内での合計 21ヶ月に亘る粘着シート （計
1320枚） を使った定量的調査で捕殺された個体は 7個
体であった。同じ発生舎ではシイタケ害虫であるナガマ
ドキノコバエ類やコクガ類が同期間内に数千個体捕殺さ
れていた （向井・北島、未発表） ことと比較すると、発
生舎内の本種の個体密度はかなり低いと推察される。そ
のため、現時点では本種によるシイタケ生産への直接的
な被害はあったとしても無視できる程度であろう。本
種は腐った植物質に発生する （三枝 2008）。また、A. 
ussuriensisの幼虫はカワラタケ Coriolus versicolor、アイ
カワタケ Laetiporus sulphureus、キコブタケ類 Phellinus
といった木材腐朽菌の子実体上で成長する （Zaitsev 
1981）。シイタケ発生舎内では、本種の幼虫はシイタケ
を含む雑多な菌類の菌糸などを食餌として成長すると考
えられ、A. ussuriensisのように、木材腐朽菌であるシイ
タケ子実体を侵したり、子実体上に付着して混入被害を
起こしたりする可能性もある。したがって、本州以南の
地域や中国では夏季から秋季にかけて本種によるシイタ
ケ生産への被害を今後警戒する必要がある。
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Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005 (Diptera, Mycetophilidae), 
occurred in cultivation facilities of shiitake mushroom

Masahiro SUEYOSHI 1)*, Hiromi MUKAI 2), Hiroshi KITAJIMA 2) and Junhao HUANG 3)

Abstract
We report here a fungus gnat, Allactoneura akasakana Sasakawa, 2005, as found in indoor facilities of the shiitake 

mushroom, Lentinula edodes, from Japan and China. Adults and larvae were found in indoor facilities between 
September and November in Japan, without any infestations to fruit bodies of the mushrooms. Seven adults were 
trapped on seven of 1320 adhesive sheets installed in five facilities of Ibaraki and Gunma Prefectures, Honshu, Japan, 
from June 2017 until March 2019. Larvae collected on sawdust mycerial blocks in indoor facilities emerged as adults 
within two weeks after pupation at room temperature (around 20 degree of centigrade). Allactoneura akasakana was 
recorded from Tsushima, Okinawa Island, and China for the first time, based on adults collected in indoor and outdoor 
environments. We suggested that this fungus gnat is a potential pest of the shiitake mushroom, occurring with several 
generations during summer and autumn seasons in Japan and China.  　

Key words:  edible fungi, host, Japan, new record, pest  
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